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第40回

お
せ
ち
も
い
い
け
ど

　 
ラ
ー
メ
ン
も
ね
？

昭和 ３年 創業　石井菊兵うどん店開業

昭和 25年　生ラーメンの製造開始

昭和 28年　株式会社相模屋設立

昭和54年　学校給食麺の製造を開始

平成 ４年 株式会社さがみ屋に社名変更

  有限会社さがみや食品設立　

平成 ９年 ニューバルクシステム（特殊布サイロ）導入

平成 22年 イタリア製押出し式生パスタマシン導入

  生パスタの製造を開始

「株式会社さがみ屋」で麺、製品の製造

「有限会社さがみや食品」で配送、味噌や醤油などの食品関係の仕入れ、販売

　さがみ屋では昔ながらの札幌ラーメンに使用される中太縮れ麺を多く作っていま

す。さがみ屋独自のコシ、歯ごたえ、食感の良さが自慢の麺です。

※こし＝固さではありません。固けりゃコシがあるというわけではないのです。

　近頃札幌のラーメンも多様化しており、伝統的な札幌ラーメンが減り、つけ麺、魚介

系が増えてきているようです。さがみ屋では太目、平打ちなど、スープの味付けに合わ

せて、またお客様の要望に沿って、材料の配合から切出し方法、熟成期間も含め、こだ

わりの特注麺を開発しています。小ロットでの対応が可能なので、お客様は気軽にこ

だわりの麺を実現することができます。今後もお客様と共にいろいろな麺を開発して

いきます。

さがみ屋のあゆみ
～はじめは小さなうどん店から始まりました～

さがみ屋自慢の麺

ラーメンはお好きですか？こんな寒い時期は特に恋しくなるラーメン。
ふらりと入ったラーメン店の暖簾に、製麺屋さんの名前が入っているのを
見たことがある方も多いでしょう。今回は札幌の名だたるラーメン店の暖
簾にその名前をよく見かける、株式会社さがみ屋さんを訪問し、株式会社
さがみ屋、有限会社さがみや食品の坂口 孝一社長にお話を聞かせて頂き
ました。
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株式会社さがみ屋本社と配送トラック

　伝統的な札幌ラーメンは熟成麺。製造後３～４日熟成させてから納品しま

す。製造してすぐ納品する訳ではないのです。

　この熟成期間は季節、温度、湿度によって変わってくることはもちろん、お店

（お客様）毎にも異なります。お店毎に麺の熟成管理を行い、そのお店に合う最

適な状態で納品します。

麺の熟成

　麺は自社営業マンが毎日、直接配送しています。毎日配送するので、お客様は

当日必要な分だけを発注でき、無駄な保管スペースを確保する必要がありませ

ん。営業マンがお客様と毎日コミュニケーションをとることができるので、様々

な情報提供ができ、また麺の熟成

度合いなどもきめ細かく要望に応

えることができます。

　また、麺と一緒に調味料や業務

用食品を少量からお届けしていま

す。お客様は発注先を圧縮できる

ので、発注や支払作業の簡素化、

コストカットにつながります。

麺は毎日自社配送

餃子の耳の焼きそば

　さがみ屋では餃子、シューマ

イ、ワンタンの皮も製造していま

す。餃子の皮は、四角い大きな生

地から、丸くくり抜いて作ります。

くり抜いた残りの生地（耳）をこれ

までは廃棄していましたが、新し

い生地を捨ててしまうのはもった

いないので、耳に粉を足して焼き

そばの麺、うどんなどにリメイク

し、安く提供してみたところ、とて

も好評で、すぐに売り切れるのだ

そうです。

フードロスの削減・物価高騰対策に
リメイク麺はいかが？

さがみ屋の麺を
一部ご紹介
さがみ屋の麺を
一部ご紹介

札幌ラーメン系
プリっとした弾けるような食感と強い
コシが特徴

つけ麺系
強度の高い小麦粉を使用し、太く切
出すことで強い食感と旨味が濃厚な
スープとの相乗効果を演出する

平打ち麺
麺線の幅に対しての厚みを薄くして
切出した、平打ちの麺。一般的な麺
とは異なる口当たりと食感が特徴

北海道産小麦１００％（ゆめち
から）使用生スパゲッティ
パスタの本場イタリアから導入した
「押出し式パスタマシン」で製造す
る、こだわりの生スパゲッティ。食感
の強い北海道産小麦「ゆめちから」を
採用し、生麺でありながらも、従来の
デュラム小麦のスパゲッティにも劣
らぬ強度の食感を保ちつつ、北海道
産小麦特有のモチモチとした食感も
楽しめる

道産小麦100％（春よ恋）
使用生フェットチーネ
強い食感と風味が特徴の北海道産小
麦「春よ恋」を１００％使用した、生パ
スタの中で最もポピュラーなフェット
チーネタイプ。濃厚なボロネーゼやト
マト系、クリーム系のソースとの相性
抜群
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の
参
加
者
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
相
談
会
を

合
同
で
開
催
し
た
こ
と
で
、
相
談
者
も「
色
々

な
相
談
ブ
ー
ス
を
回
れ
た
こ
と
が
良
か
っ

た
。」と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
次
年
度
以
降

も
三
士
業
で
の
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
支
部
単
体
で
の
無
料
相
談
会
は
、

長
崎
屋
小
樽
店
１
階
公
共
プ
ラ
ザ
に
於
い
て
、

偶
数
月
の
15
日
（
年
金
支
給
日
）を
基
準
に
し

て
年
３
〜
４
回
ほ
ど
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
札
幌
行
政
評
価
局
主
催
の
合
同

無
料
相
談
会
（
６
月
、
12
月
）に
相
談
員
１
名

を
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
書
士

業
務
以
外
の
相
談
は
、
他
の
士
業
関
係
の
専

門
家
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
更
に
行
政
書
士
業
務
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
報

活
動
や
無
料
相
談
会
等
に
力
を
入
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

広
報
月
間
の
周
知
活
動
と
し
て
、
９
月
下

旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
釧
路
支
部
役
員

が
広
報
月
間
ポ
ス
タ
ー
や
各
種
資
料
を
持
参

の
上
、
釧
路
管
内
の
主
な
公
的
機
関
や
商
工

会
議
所
・
商
工
会
な
ど
に
伺
い
ま
し
た
。
元

公
務
員
が
担
当
し
た
訪
問
先
の
官
庁
で
は
、

所
定
の
年
数
の
勤
務
に
よ
っ
て
必
要
な
手
続

き
を
踏
む
こ
と
で
行
政
書
士
と
認
め
ら
れ
る

制
度
の
配
布
物
に
興
味
を
示
さ
れ
、
ま
さ
か

の
質
問
攻
め
に
あ
う
と
い
う
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。「
将
来
の
行
政
書
士
へ
の
ス
カ
ウ
ト
活

動
？
」と
い
う
思
わ
ぬ
副
産
物
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
恒
例
の「
無
料
一
日
相
談
会
」は
、

10
月
16
日
（
水
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
、
釧
路
市
役
所
防
災
庁
舎
１
階
多
目
的

ホ
ー
ル
で
実
施
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
15
名
の

相
談
者
が
来
場
さ
れ
、
支
部
役
員
が
相
談
員

と
し
て
対
応
し
ま
し
た
。
多
く
が
遺
言
・
相

続
に
関
す
る
内
容
で
、
な
か
で
も
相
続
登
記

義
務
化
が
住
民
の
皆
さ
ん
の
心
配
事
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
偶
然
会
場
前
を
通
り
か
か
り
、

「
飛
び
込
み
」で
相
談
に
来
ら
れ
た
方
も
少
な

く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
相
談
会
場
の

受
付
が
戸
籍
窓
口
に
行
く
た
め
に
必
ず
通
ら

な
い
と
な
ら
な
い
位
置
関
係
に
あ
っ
た
こ
と

も
、「
飛
び
込
み
相
談
」に
結
び
つ
い
た
一
因
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
行
政
書
士
が
住
民
の
皆

様
の
身
近
な
生
活
の
中
に
お
役
に
立
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
体
感
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

を
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

札
幌
支
部
で
は
、
今
年
も
10
月
２
日
に
支

部
事
務
局
前
道
路
に
て
交
通
安
全
旗
振
り
運

動
を
行
い
、
同
日
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
中
継
に
出

演
し
札
幌
支
部
の
社
会
貢
献
活
動
や
業
務
内

容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
12

日
か
ら
18
日
ま
で
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で
一
日
２

回
の
20
秒
Ｃ
Ｍ
を
流
し
行
政
書
士
制
度
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。
10
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
は

札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
た
い
き
い
き
ウ
ェ
ル
ネ

ス
フ
ェ
ア
i
n
さ
っ
ぽ
ろ（
北
海
道
経
済
産
業

局
、
道
、
札
幌
市
等
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委

員
会
主
催
）に
て
一
般
社
団
法
人
北
海
道
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
無
料
相
談

を
行
い
、
今
年
度
は
40
件
の
相
談
が
あ
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
に
つ

い
て
で
し
た
。

　

官
公
庁
や
関
連
団
体
へ
の
広
報
活
動
と
し

て
は
、
石
狩
振
興
局
の
振
興
局
長
や
総
務
課

等
の
関
係
各
課
、
市
役
所
、
警
察
署
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
等
約
70
か
所
を
訪
問
し
、
ま

た
約
20
カ
所
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
を
送
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
北

広
島
市
、
千
歳
市
に
た
く
ま
く
ん
絵
本
を
持

参
し
た
ほ
か
、
札
幌
歯
科
医
師
会
に
30
冊
寄

贈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
高
支
部
で
は
、
10
月
２
日
開
催
の
支
部
理

事
会
で
関
係
機
関
訪
問
依
頼
を
決
定
し
、
10
月

初
旬
か
ら
、
支
部
役
員
が
中
心
と
な
り
、
日
高

振
興
局
管
内
７
町
の
役
場
、
商
工
会
、
農
業
委

員
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
町
民
が
集
う
セ

ン
タ
ー
的
施
設
等
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

宮
元
仁
会
長
か
ら
の
依
頼
文
に
も
と
づ
き

趣
旨
説
明
の
上
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
と
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
設
置
を
依
頼
、
ま
た
「
公
務
員

か
ら
行
政
書
士
に
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
設
置
の
ほ
か
役
場
人
事
担
当
課
に
配

布
の
う
え
P
R
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
定

年
間
近
な
該
当
者
に
は
直
接
Ｐ
Ｒ
し
て
広
報

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

制
度
の
重
要
性
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
も
説

明
を
行
い
、
認
知
度
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
官
公
庁
に
対
し
て
は
、
非
行
政
書

士
に
よ
る
申
請
等
が
あ
っ
た
際
の
厳
格
な
対

応
を
要
請
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
行
政
と
の

連
絡
体
制
を
密
に
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、

協
力
関
係
の
再
構
築
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
を
通
じ
、
行
政
書
士
制
度
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
重
要
性
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
広
報
活

動
を
よ
り
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
な

ど
の
開
催
も
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
の
協
力

体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
、
地
域
社
会
に
貢
献

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

函
館
支
部
で
は
、
９
月
下
旬
か
ら
10
月
に

か
け
て
渡
島
・
檜
山
管
内
の
官
公
署
等
へ
出

向
き
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布

す
る
な
ど
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
可

能
な
限
り
、
現
地
で
活
動
し
て
い
る
会
員
に

も
同
行
し
て
も
ら
い
、
官
公
署
等
を
回
り
ま

し
た
。
ま
た
、
２
月
10
日
に
は
日
本
政
策
金

融
公
庫
と
公
証
人
と
の
共
催
で
「
よ
ろ
ず
相

談
所
」
と
題
し
て
無
料
相
談
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

れ
ま
し
た
。
ま
た
た
く
ま
く
ん
の
着
ぐ
る
み

を
見
て
足
を
止
め
て
く
れ
る
人
も
お
り
そ
の

方
々
に
も
行
政
書
士
と
い
う
存
在
を
認
知
し

て
も
ら
え
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
に
と
っ
て
も
社
労
士
会
と
の
合
同
相

談
会
と
い
う
こ
と
で
他
士
業
の
活
動
内
容
に

も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
実
り
の
あ
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
広
報
月
間
に
つ
い
て
も
例
年
通

り
、
行
政
書
士
制
度
の
普
及
と
地
域
住
民
へ

の
認
知
向
上
を
目
的
に
、
支
部
管
内
の
各
自

治
体
、
金
融
機
関
、
振
興
局
、
保
健
所
、
農

業
委
員
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
計
26
ヶ

所
の
関
係
機
関
を
訪
問
し
、
協
力
依
頼
や
制

度
周
知
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
訪
問
時
に
は
、

行
政
書
士
制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
掲
示
を
依
頼
し
ま
し
た
。
ま
た
、

各
自
は
か
り
な
が
ら
、
今
年
度
は
市
町
村
役

場
及
び
農
業
案
件
の
多
い
当
支
部
な
ら
で
は

の
農
業
委
員
会
に
対
し
て
『
直
接
訪
問
』
形

式
を
復
活
し
ま
し
た
。
そ
の
余
の
機
関
等
に

つ
い
て
は
、「
郵
送
対
応
」
と
し
ま
し
た
。
十

勝
支
部
は
、
帯
広
を
基
点
と
す
る
と
遠
方
で

は
２
時
間
の
ロ
ン
グ
ド
ラ
イ
ブ
と
な
る
こ
と
か

ら
、今
年
度
は
２
名
の
管
内
会
員
が
快
く
「
訪

問
広
報
」
対
応
協
力
を
し
て
い
た
だ
け
た
こ

と
が
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
支

部
理
事
が
対
応
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

支
部
会
員
全
員
が
広
報
マ
ン
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
も
夢
で
は
な
い
こ
と
が
想
起
で
き
る
今

年
度
の
活
動
で
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
同
様
、
行
政
書
士
会
単
独
の

取
組
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
帯
広
市
で
は
、

行
政
書
士
・
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
会
福

祉
士
…
な
ど
10
士
業
が
一
堂
に
会
し
て
、「
く

ら
し
の
よ
ろ
ず
無
料
相
談
会
実
行
委
員
会
」

主
催
の
相
談
会
が
10
月
14
日
に
今
年
で
第
20

回
目
を
迎
え
開
催
さ
れ
、
朝
イ
チ
の
行
列
に

よ
り
時
間
前
に
オ
ー
プ
ン
し
、
今
年
も
相
続
・

遺
言
の
相
談
が
多
く
を
占
め
、
計
51
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
、
各
士
業
の
相
談
員
が
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
、
よ
り
深
く
、
よ
り
丁
寧
に
相

談
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。
毎
度
思
う
こ
と
で

す
が
、
広
報
の
あ
り
様
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
解
決
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利

用
者
目
線
に
立
っ
た
「
カ
タ
チ
」
が
求
め
ら

れ
る
時
代
な
の
か
も
…
と
感
じ
ら
れ
る
１
日

で
し
た
。

月
20
日
（
滝
川
市
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
み

ん
く
る
）、
10
月
８
日
（
沼
田
町
民
会
館
）

の
２
回
、
そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
派
遣
い
た
し

ま
し
た
。
相
談
件
数
は
滝
川
市
10
件
、
沼
田

町
は
１
件
、
い
ず
れ
も
相
続
、
遺
言
、
不
動

産
の
処
分
の
相
談
で
し
た
。
特
に
滝
川
市
に

お
い
て
は
、
総
務
副
大
臣
の
視
察
が
行
わ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
多
く
の
相
談
者
や

メ
デ
ィ
ア
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
行
政
書
士
の

知
名
度
の
向
上
に
は
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　　

十
勝
支
部
に
お
け
る
令
和
６
年
度
の
「
広

報
月
間
」
の
実
施
状
況
を
報
告
し
ま
す
。
ま

だ
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
「
コ
ロ
ナ
感
染
」
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
ま
す
が
、
感
染
対
策
を

　

2
月
の
行
政
書
士
記
念
日
に
は
無
料
相
談

会
開
催
に
際
し
、
広
告
や
広
報
グ
ッ
ズ
の

ボ
ー
ル
ペ
ン
等
を
有
効
に
活
用
し
行
政
書
士

業
務
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
広
報
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
４
年
ぶ
り
に
三
士
業
（
税
理
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
行
政
書
士
）に
よ
る
合

同
セ
ミ
ナ
ー
を
10
月
15
日
（
火
）
13
時
〜
17
時

に
小
樽
経
済
セ
ン
タ
ー
７
階
に
お
い
て
開
催

致
し
ま
し
た
。
当
日
、
各
士
業
の
持
ち
時
間

40
分
を
フ
ル
活
用
し
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
40
名

ほ
ど
の
市
民
に
丁
寧
な
説
明
を
行
い
参
加
し

た
市
民
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
各
士
業
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
実
施
し
、
相
談
時
間
は
短
か
っ
た

で
す
が
当
支
部
の
相
談
員
３
名
で
８
名
の
相

談
者
に
回
答
を
行
い
ま
し
た
。
他
士
業
の
ブ
ー

ス
に
も
相
談
者
が
多
数
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
市
民
は「
一
つ
の
会
場
で
各
士

業
に
よ
る
説
明
会
と
無
料
相
談
会
は
大
変
良

か
っ
た
。
次
回
も
合
同
で
開
催
し
て
欲
し
い
。」

と
の
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
参
加
者
を
募
集
す
る
た
め
、
P
R
用

の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
新
聞
折
り
込
み
等
を
実

施
し
た
成
果
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
予
想
以
上

　

網
走
支
部
で
は
広
報
月
間
の
活
動
と
し

て
、
例
年
通
り
北
見
地
区
、
網
走
地
区
、
紋

別
地
区
、
遠
軽
地
区
の
各
理
事
が
分
散
し
、

4
地
区
の
官
公
庁
、
関
係
団
体
等
を
訪
問
し

行
政
書
士
制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ポ
ス
タ
ー
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
掲
示

等
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
無
料
相
談
会
を
10
月
20
日

に
興
部
町
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
し
、
7
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
興
部
町
の
広
報
紙

や
北
海
道
新
聞
へ
の
チ
ラ
シ
掲
載
を
通
し
て

開
催
周
知
を
図
り
ま
し
た
。
相
談
内
容
は
、

遺
言
、
相
続
の
案
件
の
ほ
か
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
顕
著
な
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

相
談
会
」
を
開
催
し
、
合
わ
せ
て
７
組
の
方

が
無
料
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、
文
化
の
日
で

あ
る
11
月
３
日
に
旭
川
北
洋
ビ
ル
に
お
い
て

「
市
民
講
座
＆
無
料
相
談
会
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
会
場
で
は
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の「
た
く
ま
く
ん
」と
共
に
行
政
書
士
の

P
R
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
旭
川
市
を
中
心
に
活
動
さ
れ

る
落
語
会
グ
ル
ー
プ「
旭
笑
長
屋
」の
ナ
ナ

カ
マ
ド
紅
丸
様
を
お
招
き
し
、
創
作
落
語
を

上
演
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
北
海
道
行
政
書
士
会
札
幌
支

部
の
浦
野
郁
美
会
員
を
講
師
に
お
招
き
し
、

「
遺
言
と
相
続
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
３
部
は
、
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
無

料
相
談
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

合
計
39
名
の
方
が
来
場
さ
れ
、
う
ち
12
組

の
方
が
無
料
相
談
を
受
け
ら
れ
、
大
変
好
評

を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

宮
元
会
長
よ
り
、
支
部
長
の
理
事
会
参
加
に
つ
い
て
確
認
し
た
い

旨
の
発
言
が
あ
り
、
異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

○
合
議
事
項

　

第
１
号
議
案

職
務
上
請
求
書
払
出
細
則
の
改
定
に
つ
い
て

　

総
務
部
よ
り
払
出
細
則
の
第
10
条
（
職
務
上
請
求
書
の
受

領
）に
つ
い
て
、
職
務
上
請
求
書
の
本
会
の
窓
口
で
の
受
け
取

り
方
法
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
改
定
し
た
い
旨
、
発
議
が
あ
っ

た
。

　

第
１
回
理
事
会
で
第
９
条（
会
員
へ
の
郵
送
）及
び
第
10
条

の
改
定
の
発
議
が
あ
っ
た
が
、
第
10
条
に
つ
い
て
再
度
検
討
す

る
こ
と
と
さ
れ
、
同
理
事
会
で
は
第
９
条
の
改
定
の
み
了
承
さ

れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
第
10
条
に
つ
い
て
総
務
部
で
再
度
検
討
を
進
め
、

本
理
事
会
に
て
再
度
改
定
の
発
議
を
し
て
承
認
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

　

第
２
号
議
案

封
印
業
務
の
受
託
等
に
関
す
る
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

　

封
印
管
理
員
会
よ
り
、
令
和
６
年
６
月
28
日
発
・
国
自
情

第
80
号
の
２
「
封
印
取
付
け
委
託
要
領
の
運
用
等
」の
一
部
改

正
、
及
び
そ
れ
を
受
け
て
日
行
連
で
作
成
さ
れ
た「
丁
種
封
印

に
お
け
る
基
本
的
事
項
」に
照
ら
し
合
わ
せ
、
北
海
道
行
政
書

士
会
の
該
当
す
る
規
則
を
改
正
し
た
い
旨
、
発
議
が
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
改
正
案
に
つ
い
て
は
、
法
規
監
察
部
に
よ
る
リ
ー

ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
文
言
整
理
は
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
て

告
げ
ら
れ
た
。

　

※「
今
回
改
正
に
な
る
の
は
、
規
則
、
細
則
、
内
規
で
あ
る
。

本
来
細
則
と
内
規
は
理
事
会
で
の
承
認
は
必
要
と
し
な
い
が
、

規
則
の
改
正
と
同
様
に
内
容
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。」旨
の
会

長
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
部
の
理
事
か
ら
文
言
の
修

正
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
が
、
該
当
す
る
文
言
を
修
正
し

た
も
の
を
速
や
か
に
示
す
こ
と
と
し
て
、
異
議
な
く
了
承
さ

れ
た
。

○
報
告
事
項

　
（
１
） 日
行
連
関
係

・
小
林
八
重
子
本
会
相
談
役
の
叙
勲
に
つ
い
て

・
全
国
会
長
会
の
開
催
に
つ
い
て（
令
和
６
年
９
月
20
日  

開
催
）

・
日
行
連
と
北
海
道
地
方
協
議
会
と
の
連
絡
会
開
催
に
つ
い
て

・
行
政
書
士
法
改
正
動
向
に
つ
い
て

・
内
閣
府
と
の
災
害
支
援
に
関
す
る
協
定
締
結

　
（
２
）総
務
部

・
新
規
登
録
者
の
推
移
に
つ
い
て

・
北
海
道
庁
舎
内
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
及
び
広
告
の
掲
示
に
つ

い
て

　

旭
川
支
部
で
は
、
広
報
月
間
の
活
動
と
し

て
９
月
〜
10
月
の
期
間
に
支
部
管
内
の
振
興

局
や
市
役
所
、
町
村
役
場
等
を
役
員
が
訪
問

し
、
行
政
書
士
制
度
の
広
報
及
び
ご
協
力
の

お
願
い
を
し
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
配
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
無
料
相
談
会
と

し
て
９
月
10
日
中
央
公
民
館
及
び
10
月
８

日
愛
宕
公
民
館
に
お
い
て「
く
ら
し
の
無
料

ニューバルクシステム（特殊布サイロ）　（写真1）

　鉄のサイロを屋外に置くと、温度差で結露し、製品に影響が出てしまうため、結露し

にくい特殊な布を使用したサイロを屋内に設置。

　取材した日に１０トンの小麦粉を入れたばかりでパンパンのサイロ。

（このサイロの中に、掃除をしようとした工場長が落ちたとか？

落ちなかったとか？？）

　２階にある特殊布サイロから下りてきた小麦粉に、かんすいを

混ぜてミキサーで練る。

　小麦粉を練ることにより出るグルテンが「コシ」を作る（写真2）

　最初はポロポロのそぼろ状の生地が、ローラーで伸ばされて

シート状に。ここで１～２時間休ませる（写真3）

　３～４段階に分けて徐々に薄くしていく。急に薄くするとグル

テンがこわれてしまう。段階を分けて薄くすることでグルテンを壊

さず厚みだけを薄くすることができる。（写真4）

　お客様の要望に応じた厚さに

伸ばした生地を、切り刃を使って

お客様の望まれる太さに切り出

していく。切り刃は数種類ある。

（写真5）

　札幌ラーメンの特徴である、縮

れ麺用の切り刃にはシリコンゴ

ムが付いている。シリコンゴムで

両サイドから挟むことで縮れを

出す。（写真6）

　でき上った麺をお店毎にケース

に入れ、熟成後お届け。（写真7）

　本州に向けて発送する麺。ひと

つひとつ人の目で入念にチェッ

クされる。（写真8）

ドキドキ！待望の工場見学

写真1

写真2

写真3

写真4写真5

写真6写真7

写真8

・
行
政
書
士
登
録
・
業
務
内
容
等
説
明
会
の
実
施
に
つ
い
て

・
事
務
所
見
学
制
度
及
び
業
務
相
談
員
制
度
の
実
施
状
況

に
つ
い
て

・
日
行
連
と
北
海
道
地
方
協
議
会
と
の
連
絡
会
の
開
催
に

つ
い
て

・
他
士
業
と
の
連
携
強
化
の
た
め
の
交
流
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
９
月
30
日
現
在
の
会
員
数

　

個
人
会
員
1
、
9
3
8
名　
　

法
人
会
員
49
名

宮
元
会
長
よ
り
、
事
業
協
同
組
合
設
立
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　　
（
３
）経
理
部

・
９
月
末
現
在
の
各
部
の
予
算
執
行
率
に
つ
い
て

・
会
費
納
入
促
進
対
策
に
つ
い
て

・
各
部
署
間
の
助
成
金
に
関
す
る
実
態
の
精
査
と
あ
り
方
の
検

討
に
つ
い
て

・
旅
費
規
程
を
含
め
た
経
理
関
係
の
諸
規
程
の
検
討
に
つ
い
て

・
事
業
協
同
組
合
へ
の
受
託
事
業
移
行
に
必
要
な
準
備
に
つ

い
て

宮
元
会
長
よ
り
、
旅
費
規
定
の
見
直
し
と
会
費
に
つ
い
て
意

見
が
あ
っ
た
。

　
（
４
）広
報
部

・
令
和
６
年
度
全
道
監
察
広
報
担
当
者
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

・
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
に
つ
い
て

・
会
報
及
び
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行
に
つ
い
て

・
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
不
具
合
に
関
す
る
原
因
と
対
応
に
つ

い
て

・
広
報
関
係
諸
物
品
の
活
用
に
つ
い
て

・
た
く
ま
く
ん
絵
本
の
発
送
先
の
検
討
及
び
発
送
の
実
施
に
つ

い
て

・「
世
界
の
旅
フ
ェ
ス
タ
」（
北
海
道
エ
ア
ポ
ー
ト
株
式
会
社
主

催
）へ
の
参
加
に
つ
い
て

※
監
察
活
動
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
道
庁
へ
の
持
込
み
、
掲
示
依

頼
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
が
、
本
件
に
つ
い
て
は
法
規
監
察
部

の
事
業
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
（
５
）法
規
監
察
部

・
綱
紀
事
案
処
理
要
項
の
作
成
及
び
配
布
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
全
道
監
察
広
報
担
当
者
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

・
自
動
車
関
係
団
体
と
の
協
議
に
関
す
る
日
程
調
整
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
暴
力
団
等
排
除
対
策
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
（
６
）業
務
部

・
北
海
道
建
設
部
建
設
政
策
局
建
設
管
理
課
へ
の
訪
問
に
つ
い
て

・
空
家
等
対
策
委
員
会
移
管
及
び
空
家
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
件
に

関
す
る
打
合
せ
に
つ
い
て

・
夕
張
市
空
家
所
有
者
調
査
に
つ
い
て

・
当
麻
町
と
比
布
町
に
よ
る「
合
同
空
家
無
料
相
談
会
」に
つ
い
て

・
釧
路
市「
空
家
セ
ミ
ナ
ー
」に
つ
い
て

・
栗
山
町
セ
ミ
ナ
ー
＋
空
家
無
料
相
談
会
の
実
施
に
つ
い
て

・
釧
路
市
空
き
家
無
料
合
同
相
談
会
に
つ
い
て

・
合
同
空
家
無
料
相
談
会（
札
幌
開
催
）に
つ
い
て

・
津
別
町
セ
ミ
ナ
ー
＋
空
家
無
料
相
談
会
の
実
施
中
止
に
つ

い
て

・「
世
界
の
旅
フ
ェ
ス
タ
」（
北
海
道
エ
ア
ポ
ー
ト
株
式
会
社
主

催
）へ
の
協
力
に
つ
い
て

菊
地
副
会
長
よ
り
、
建
設
業
相
談
員
新
規
登
録
者
養
成
研

修
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、
嶋
田
部
長
か
ら
11
月
26
日
開
催
の

建
設
業
相
談
員
業
務
執
行
責
任
者
会
議
で
詳
細
を
詰
め
て
い
く

予
定
で
あ
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
（
７
）戦
略
推
進
部

・
日
本
公
証
人
連
合
会
か
ら
依
頼
の「
起
業
家
の
負
担
軽
減
に

向
け
た
定
款
認
証
48
時
間
処
理
の
実
施
地
域
の
拡
大
と
定

款
案
の
提
出
か
ら
法
人
設
立
登
記
ま
で
の
72
時
間
処
理
に
つ

い
て
」の
周
知
に
つ
い
て

・
第
１
回
全
道
終
活
業
務
担
当
者
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
札
幌
支
店
へ
の
表
敬
訪
問
に
つ
い
て

・
北
海
道
公
証
人
会
へ
の
表
敬
訪
問
に
つ
い
て

・
終
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
＆
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト（
令
和
６
年
度

改
訂
版
）、
行
政
書
士
サ
ポ
ー
ト
マ
ッ
プ
、
金
融
機
関
相
続
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
販
売
開
始
に
つ
い
て

・
室
蘭
支
部
か
ら
の
要
請
に
よ
る
講
師
派
遣
に
つ
い
て

・
法
教
育
に
関
す
る
参
考
教
材
デ
ー
タ
の
提
供
に
つ
い
て

・
北
広
島
市
み
な
み
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
要
請
に
よ
る
講

師
派
遣
に
つ
い
て

・
家
族
信
託【
実
務
】研
修
会
の
実
施
に
つ
い
て

・（
公
社
）全
日
本
不
動
産
協
会
北
海
本
部
と
の
意
見
交
換
に

つ
い
て

・
業
務
部
空
家
部
門
と
の
連
携
に
つ
い
て

（
８
）中
央
研
修
所

・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
事
業
者
間
取
引
適
正
化
等
法
に
関
す
る
一

般
業
務
研
修
に
つ
い
て

・
成
年
後
見
研
修
に
つ
い
て

・
特
定
行
政
書
士
法
定
研
修
に
つ
い
て

・
全
道
支
部
研
修
担
当
者
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

・ 

Ｖ
Ｏ
Ｄ
研
修
の
収
録
予
定
に
つ
い
て

（
９
）行
政
書
士
会
北
海
道
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

・
調
停
申
込
・
実
施
に
つ
い
て

・
北
海
道
弁
護
士
会
連
合
会
へ
の
協
定
書
改
定
に
関
す
る
協
議

文
書
送
付
に
つ
い
て

・
運
営
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

菊
地
副
会
長
よ
り
、
調
停
人
候
補
者
名
簿
の
管
理
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
横
内
担
当
副
会
長
か
ら
、
年
度
内
で
の
精
査
を

セ
ン
タ
ー
長
に
要
請
し
て
い
る
旨
回
答
が
あ
っ
た
。

（
10
）申
請
取
次
行
政
書
士
管
理
委
員
会

・
新
任
の
札
幌
出
入
国
在
留
管
理
局
長
へ
の
表
敬
訪
問
に
つ
い
て

・
札
幌
出
入
国
在
留
管
理
局
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

・
申
請
取
次
業
務
に
関
す
る
注
意
喚
起
文
書
の
会
報
へ
の
掲
載

に
つ
い
て

・
日
行
連
・
北
海
道
地
方
協
議
会
及
び
東
北
地
方
協
議
会
申

請
取
次
行
政
書
士
管
理
委
員
会
責
任
者
会
議
へ
の
参
加
に
つ

い
て

（
11
）封
印
管
理
員
会

・
丁
種
封
印
取
付
け
業
務
に
関
す
る
丁
種
会
員
の
管
理
、
業
務

支
援
に
つ
い
て

・
自
動
車
登
録
相
談
窓
口
業
務
の
取
組
に
つ
い
て

　
　

宮
元
会
長
よ
り
、
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
等
の
特
殊
車
両
通
行
許

可
申
請
の
取
組
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
羽
賀
委
員
長
よ
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
特
に
動
き
は
な
い
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

（
12
）そ
の
他

・
各
支
部
の
近
況
に
つ
い
て（
本
理
事
会
に
参
加
し
た
支
部
長
か

ら
の
報
告
）

　

以
上
で
令
和
６
年
度
第
２
回
理
事
会
は
終
了
し
た
。

　

空
知
支
部
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
管
内

の
各
市
町
役
場
等
、
関
係
各
所
（
空
知
管
内

24
自
治
体
25
か
所
）
へ
ポ
ス
タ
ー
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
配
布
及
び
掲
示
を
依
頼
す
る
た
め
に
、

支
部
役
員
８
名
に
よ
る
訪
問
を
10
月
１
日
〜

３
日
に
か
け
て
行
い
ま
し
た
。
直
接
手
渡
し

を
行
い
、
口
頭
に
て
似
非
行
政
書
士
の
報
告

依
頼
、
職
員
へ
の
今
後
の
行
政
書
士
登
録
の

お
願
い
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、
支
部
の
主
催
す

る
無
料
相
談
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
北
海

道
行
政
評
価
局
の
主
催
す
る
無
料
相
談
会
、

「
一
日
合
同
行
政
相
談
所
」
へ
支
部
会
員
を
９

　

苫
小
牧
支
部
で
は
例
年
と
同
様
、
苫
小
牧

市
役
所
・
近
郊
の
町
役
場
・
警
察
署
・
商
工

会
議
所
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
関
係
各
所

を
訪
問
し
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
一
年
に
一
度
の
掲
示
依
頼
で
は
あ
り
ま

す
が
毎
年
地
道
に
行
っ
て
き
た
か
い
が
あ
り

各
所
と
も
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
毎
年

行
う
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
広
報
月
間
の
活
動
と
し
て
10
月

５
日
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
苫
小
牧
に
て
社
労
士

会
と
合
同
で 

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
相
談
件
数
は
４
件
、
内
容
は
主
に
土
地

の
名
義
変
更
に
関
す
る
も
の
で 

し
た
。
件
数

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

そ
の
ぶ
ん
丁
寧
に
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で

き
、
相
談
に
訪
れ
た
方
々
も
満
足
し
て
お
ら

　

室
蘭
支
部
で
は
、
10
月
２
日
に
洞
爺
湖
町
、

豊
浦
町
、
３
日
に
伊
達
市
、
壮
瞥
町
、
11
日

に
登
別
市
、
24
日
に
室
蘭
市
の
各
所
市
役
所
、

運
輸
局
、公
証
役
場
、警
察
署
、農
業
委
員
会
、

建
設
業
協
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
を
訪

問
し
P
R
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
の
依
頼
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
室
蘭
支
部
行
政
書
士
の
名
簿
、
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
11
日
に
伊
達
イ
オ
ン
モ
ー
ル
、

10
月
10
日
に
室
蘭
モ
ル
エ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
合
同
行
政
相
談
に
参
加
い
た

い
ま
し
た
。

　

各
市
、
町
に
お
い
て
無
料
相
談
会
も
毎
月

継
続
し
て
開
催
し
て
お
り
、
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
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特 別 企 画
●
お
せ
ち
も
い
い
け
ど
ラ
ー
メ
ン
も
ね
？

の
参
加
者
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
相
談
会
を

合
同
で
開
催
し
た
こ
と
で
、
相
談
者
も「
色
々

な
相
談
ブ
ー
ス
を
回
れ
た
こ
と
が
良
か
っ

た
。」と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
次
年
度
以
降

も
三
士
業
で
の
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
支
部
単
体
で
の
無
料
相
談
会
は
、

長
崎
屋
小
樽
店
１
階
公
共
プ
ラ
ザ
に
於
い
て
、

偶
数
月
の
15
日
（
年
金
支
給
日
）を
基
準
に
し

て
年
３
〜
４
回
ほ
ど
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
札
幌
行
政
評
価
局
主
催
の
合
同

無
料
相
談
会
（
６
月
、
12
月
）に
相
談
員
１
名

を
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
書
士

業
務
以
外
の
相
談
は
、
他
の
士
業
関
係
の
専

門
家
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
更
に
行
政
書
士
業
務
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
報

活
動
や
無
料
相
談
会
等
に
力
を
入
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

広
報
月
間
の
周
知
活
動
と
し
て
、
９
月
下

旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
釧
路
支
部
役
員

が
広
報
月
間
ポ
ス
タ
ー
や
各
種
資
料
を
持
参

の
上
、
釧
路
管
内
の
主
な
公
的
機
関
や
商
工

会
議
所
・
商
工
会
な
ど
に
伺
い
ま
し
た
。
元

公
務
員
が
担
当
し
た
訪
問
先
の
官
庁
で
は
、

所
定
の
年
数
の
勤
務
に
よ
っ
て
必
要
な
手
続

き
を
踏
む
こ
と
で
行
政
書
士
と
認
め
ら
れ
る

制
度
の
配
布
物
に
興
味
を
示
さ
れ
、
ま
さ
か

の
質
問
攻
め
に
あ
う
と
い
う
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。「
将
来
の
行
政
書
士
へ
の
ス
カ
ウ
ト
活

動
？
」と
い
う
思
わ
ぬ
副
産
物
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
恒
例
の「
無
料
一
日
相
談
会
」は
、

10
月
16
日
（
水
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
、
釧
路
市
役
所
防
災
庁
舎
１
階
多
目
的

ホ
ー
ル
で
実
施
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
15
名
の

相
談
者
が
来
場
さ
れ
、
支
部
役
員
が
相
談
員

と
し
て
対
応
し
ま
し
た
。
多
く
が
遺
言
・
相

続
に
関
す
る
内
容
で
、
な
か
で
も
相
続
登
記

義
務
化
が
住
民
の
皆
さ
ん
の
心
配
事
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
偶
然
会
場
前
を
通
り
か
か
り
、

「
飛
び
込
み
」で
相
談
に
来
ら
れ
た
方
も
少
な

く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
相
談
会
場
の

受
付
が
戸
籍
窓
口
に
行
く
た
め
に
必
ず
通
ら

な
い
と
な
ら
な
い
位
置
関
係
に
あ
っ
た
こ
と

も
、「
飛
び
込
み
相
談
」に
結
び
つ
い
た
一
因
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
行
政
書
士
が
住
民
の
皆

様
の
身
近
な
生
活
の
中
に
お
役
に
立
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
体
感
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

を
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

札
幌
支
部
で
は
、
今
年
も
10
月
２
日
に
支

部
事
務
局
前
道
路
に
て
交
通
安
全
旗
振
り
運

動
を
行
い
、
同
日
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
中
継
に
出

演
し
札
幌
支
部
の
社
会
貢
献
活
動
や
業
務
内

容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
12

日
か
ら
18
日
ま
で
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で
一
日
２

回
の
20
秒
Ｃ
Ｍ
を
流
し
行
政
書
士
制
度
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。
10
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
は

札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
た
い
き
い
き
ウ
ェ
ル
ネ

ス
フ
ェ
ア
i
n
さ
っ
ぽ
ろ（
北
海
道
経
済
産
業

局
、
道
、
札
幌
市
等
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委

員
会
主
催
）に
て
一
般
社
団
法
人
北
海
道
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
無
料
相
談

を
行
い
、
今
年
度
は
40
件
の
相
談
が
あ
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
に
つ

い
て
で
し
た
。

　

官
公
庁
や
関
連
団
体
へ
の
広
報
活
動
と
し

て
は
、
石
狩
振
興
局
の
振
興
局
長
や
総
務
課

等
の
関
係
各
課
、
市
役
所
、
警
察
署
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
等
約
70
か
所
を
訪
問
し
、
ま

た
約
20
カ
所
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
を
送
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
北

広
島
市
、
千
歳
市
に
た
く
ま
く
ん
絵
本
を
持

参
し
た
ほ
か
、
札
幌
歯
科
医
師
会
に
30
冊
寄

贈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
高
支
部
で
は
、
10
月
２
日
開
催
の
支
部
理

事
会
で
関
係
機
関
訪
問
依
頼
を
決
定
し
、
10
月

初
旬
か
ら
、
支
部
役
員
が
中
心
と
な
り
、
日
高

振
興
局
管
内
７
町
の
役
場
、
商
工
会
、
農
業
委

員
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
町
民
が
集
う
セ

ン
タ
ー
的
施
設
等
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

宮
元
仁
会
長
か
ら
の
依
頼
文
に
も
と
づ
き

趣
旨
説
明
の
上
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
と
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
設
置
を
依
頼
、
ま
た
「
公
務
員

か
ら
行
政
書
士
に
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
設
置
の
ほ
か
役
場
人
事
担
当
課
に
配

布
の
う
え
P
R
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
定

年
間
近
な
該
当
者
に
は
直
接
Ｐ
Ｒ
し
て
広
報

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

制
度
の
重
要
性
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
も
説

明
を
行
い
、
認
知
度
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
官
公
庁
に
対
し
て
は
、
非
行
政
書

士
に
よ
る
申
請
等
が
あ
っ
た
際
の
厳
格
な
対

応
を
要
請
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
行
政
と
の

連
絡
体
制
を
密
に
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、

協
力
関
係
の
再
構
築
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
を
通
じ
、
行
政
書
士
制
度
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
重
要
性
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
広
報
活

動
を
よ
り
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
な

ど
の
開
催
も
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
の
協
力

体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
、
地
域
社
会
に
貢
献

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

函
館
支
部
で
は
、
９
月
下
旬
か
ら
10
月
に

か
け
て
渡
島
・
檜
山
管
内
の
官
公
署
等
へ
出

向
き
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布

す
る
な
ど
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
可

能
な
限
り
、
現
地
で
活
動
し
て
い
る
会
員
に

も
同
行
し
て
も
ら
い
、
官
公
署
等
を
回
り
ま

し
た
。
ま
た
、
２
月
10
日
に
は
日
本
政
策
金

融
公
庫
と
公
証
人
と
の
共
催
で
「
よ
ろ
ず
相

談
所
」
と
題
し
て
無
料
相
談
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

れ
ま
し
た
。
ま
た
た
く
ま
く
ん
の
着
ぐ
る
み

を
見
て
足
を
止
め
て
く
れ
る
人
も
お
り
そ
の

方
々
に
も
行
政
書
士
と
い
う
存
在
を
認
知
し

て
も
ら
え
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
に
と
っ
て
も
社
労
士
会
と
の
合
同
相

談
会
と
い
う
こ
と
で
他
士
業
の
活
動
内
容
に

も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
実
り
の
あ
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
広
報
月
間
に
つ
い
て
も
例
年
通

り
、
行
政
書
士
制
度
の
普
及
と
地
域
住
民
へ

の
認
知
向
上
を
目
的
に
、
支
部
管
内
の
各
自

治
体
、
金
融
機
関
、
振
興
局
、
保
健
所
、
農

業
委
員
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
計
26
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所
の
関
係
機
関
を
訪
問
し
、
協
力
依
頼
や
制

度
周
知
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
訪
問
時
に
は
、

行
政
書
士
制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
掲
示
を
依
頼
し
ま
し
た
。
ま
た
、

各
自
は
か
り
な
が
ら
、
今
年
度
は
市
町
村
役

場
及
び
農
業
案
件
の
多
い
当
支
部
な
ら
で
は

の
農
業
委
員
会
に
対
し
て
『
直
接
訪
問
』
形

式
を
復
活
し
ま
し
た
。
そ
の
余
の
機
関
等
に

つ
い
て
は
、「
郵
送
対
応
」
と
し
ま
し
た
。
十

勝
支
部
は
、
帯
広
を
基
点
と
す
る
と
遠
方
で

は
２
時
間
の
ロ
ン
グ
ド
ラ
イ
ブ
と
な
る
こ
と
か

ら
、今
年
度
は
２
名
の
管
内
会
員
が
快
く
「
訪

問
広
報
」
対
応
協
力
を
し
て
い
た
だ
け
た
こ

と
が
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
支

部
理
事
が
対
応
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

支
部
会
員
全
員
が
広
報
マ
ン
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
も
夢
で
は
な
い
こ
と
が
想
起
で
き
る
今

年
度
の
活
動
で
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
同
様
、
行
政
書
士
会
単
独
の

取
組
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
帯
広
市
で
は
、

行
政
書
士
・
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
会
福

祉
士
…
な
ど
10
士
業
が
一
堂
に
会
し
て
、「
く

ら
し
の
よ
ろ
ず
無
料
相
談
会
実
行
委
員
会
」

主
催
の
相
談
会
が
10
月
14
日
に
今
年
で
第
20

回
目
を
迎
え
開
催
さ
れ
、
朝
イ
チ
の
行
列
に

よ
り
時
間
前
に
オ
ー
プ
ン
し
、
今
年
も
相
続
・

遺
言
の
相
談
が
多
く
を
占
め
、
計
51
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
、
各
士
業
の
相
談
員
が
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
、
よ
り
深
く
、
よ
り
丁
寧
に
相

談
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。
毎
度
思
う
こ
と
で

す
が
、
広
報
の
あ
り
様
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
解
決
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利

用
者
目
線
に
立
っ
た
「
カ
タ
チ
」
が
求
め
ら

れ
る
時
代
な
の
か
も
…
と
感
じ
ら
れ
る
１
日

で
し
た
。

月
20
日
（
滝
川
市
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
み

ん
く
る
）、
10
月
８
日
（
沼
田
町
民
会
館
）

の
２
回
、
そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
派
遣
い
た
し

ま
し
た
。
相
談
件
数
は
滝
川
市
10
件
、
沼
田

町
は
１
件
、
い
ず
れ
も
相
続
、
遺
言
、
不
動

産
の
処
分
の
相
談
で
し
た
。
特
に
滝
川
市
に

お
い
て
は
、
総
務
副
大
臣
の
視
察
が
行
わ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
多
く
の
相
談
者
や

メ
デ
ィ
ア
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
行
政
書
士
の

知
名
度
の
向
上
に
は
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　　

十
勝
支
部
に
お
け
る
令
和
６
年
度
の
「
広

報
月
間
」
の
実
施
状
況
を
報
告
し
ま
す
。
ま

だ
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
「
コ
ロ
ナ
感
染
」
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
ま
す
が
、
感
染
対
策
を

　

2
月
の
行
政
書
士
記
念
日
に
は
無
料
相
談

会
開
催
に
際
し
、
広
告
や
広
報
グ
ッ
ズ
の

ボ
ー
ル
ペ
ン
等
を
有
効
に
活
用
し
行
政
書
士

業
務
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
広
報
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
４
年
ぶ
り
に
三
士
業
（
税
理
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
行
政
書
士
）に
よ
る
合

同
セ
ミ
ナ
ー
を
10
月
15
日
（
火
）
13
時
〜
17
時

に
小
樽
経
済
セ
ン
タ
ー
７
階
に
お
い
て
開
催

致
し
ま
し
た
。
当
日
、
各
士
業
の
持
ち
時
間

40
分
を
フ
ル
活
用
し
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
40
名

ほ
ど
の
市
民
に
丁
寧
な
説
明
を
行
い
参
加
し

た
市
民
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
各
士
業
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
実
施
し
、
相
談
時
間
は
短
か
っ
た

で
す
が
当
支
部
の
相
談
員
３
名
で
８
名
の
相

談
者
に
回
答
を
行
い
ま
し
た
。
他
士
業
の
ブ
ー

ス
に
も
相
談
者
が
多
数
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
市
民
は「
一
つ
の
会
場
で
各
士

業
に
よ
る
説
明
会
と
無
料
相
談
会
は
大
変
良

か
っ
た
。
次
回
も
合
同
で
開
催
し
て
欲
し
い
。」

と
の
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
参
加
者
を
募
集
す
る
た
め
、
P
R
用

の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
新
聞
折
り
込
み
等
を
実

施
し
た
成
果
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
予
想
以
上

　

網
走
支
部
で
は
広
報
月
間
の
活
動
と
し

て
、
例
年
通
り
北
見
地
区
、
網
走
地
区
、
紋

別
地
区
、
遠
軽
地
区
の
各
理
事
が
分
散
し
、

4
地
区
の
官
公
庁
、
関
係
団
体
等
を
訪
問
し

行
政
書
士
制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ポ
ス
タ
ー
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
掲
示

等
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
無
料
相
談
会
を
10
月
20
日

に
興
部
町
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
し
、
7
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
興
部
町
の
広
報
紙

や
北
海
道
新
聞
へ
の
チ
ラ
シ
掲
載
を
通
し
て

開
催
周
知
を
図
り
ま
し
た
。
相
談
内
容
は
、

遺
言
、
相
続
の
案
件
の
ほ
か
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
顕
著
な
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

相
談
会
」
を
開
催
し
、
合
わ
せ
て
７
組
の
方

が
無
料
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、
文
化
の
日
で

あ
る
11
月
３
日
に
旭
川
北
洋
ビ
ル
に
お
い
て

「
市
民
講
座
＆
無
料
相
談
会
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
会
場
で
は
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の「
た
く
ま
く
ん
」と
共
に
行
政
書
士
の

P
R
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
旭
川
市
を
中
心
に
活
動
さ
れ

る
落
語
会
グ
ル
ー
プ「
旭
笑
長
屋
」の
ナ
ナ

カ
マ
ド
紅
丸
様
を
お
招
き
し
、
創
作
落
語
を

上
演
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
北
海
道
行
政
書
士
会
札
幌
支

部
の
浦
野
郁
美
会
員
を
講
師
に
お
招
き
し
、

「
遺
言
と
相
続
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
３
部
は
、
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
無

料
相
談
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

合
計
39
名
の
方
が
来
場
さ
れ
、
う
ち
12
組

の
方
が
無
料
相
談
を
受
け
ら
れ
、
大
変
好
評

を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

宮
元
会
長
よ
り
、
支
部
長
の
理
事
会
参
加
に
つ
い
て
確
認
し
た
い

旨
の
発
言
が
あ
り
、
異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

○
合
議
事
項

　

第
１
号
議
案

職
務
上
請
求
書
払
出
細
則
の
改
定
に
つ
い
て

　

総
務
部
よ
り
払
出
細
則
の
第
10
条
（
職
務
上
請
求
書
の
受

領
）に
つ
い
て
、
職
務
上
請
求
書
の
本
会
の
窓
口
で
の
受
け
取

り
方
法
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
改
定
し
た
い
旨
、
発
議
が
あ
っ

た
。

　

第
１
回
理
事
会
で
第
９
条（
会
員
へ
の
郵
送
）及
び
第
10
条

の
改
定
の
発
議
が
あ
っ
た
が
、
第
10
条
に
つ
い
て
再
度
検
討
す

る
こ
と
と
さ
れ
、
同
理
事
会
で
は
第
９
条
の
改
定
の
み
了
承
さ

れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
第
10
条
に
つ
い
て
総
務
部
で
再
度
検
討
を
進
め
、

本
理
事
会
に
て
再
度
改
定
の
発
議
を
し
て
承
認
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

　

第
２
号
議
案

封
印
業
務
の
受
託
等
に
関
す
る
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

　

封
印
管
理
員
会
よ
り
、
令
和
６
年
６
月
28
日
発
・
国
自
情

第
80
号
の
２
「
封
印
取
付
け
委
託
要
領
の
運
用
等
」の
一
部
改

正
、
及
び
そ
れ
を
受
け
て
日
行
連
で
作
成
さ
れ
た「
丁
種
封
印

に
お
け
る
基
本
的
事
項
」に
照
ら
し
合
わ
せ
、
北
海
道
行
政
書

士
会
の
該
当
す
る
規
則
を
改
正
し
た
い
旨
、
発
議
が
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
改
正
案
に
つ
い
て
は
、
法
規
監
察
部
に
よ
る
リ
ー

ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
文
言
整
理
は
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
て

告
げ
ら
れ
た
。

　

※「
今
回
改
正
に
な
る
の
は
、
規
則
、
細
則
、
内
規
で
あ
る
。

本
来
細
則
と
内
規
は
理
事
会
で
の
承
認
は
必
要
と
し
な
い
が
、

規
則
の
改
正
と
同
様
に
内
容
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。」旨
の
会

長
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
部
の
理
事
か
ら
文
言
の
修

正
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
が
、
該
当
す
る
文
言
を
修
正
し

た
も
の
を
速
や
か
に
示
す
こ
と
と
し
て
、
異
議
な
く
了
承
さ

れ
た
。

○
報
告
事
項

　
（
１
） 日
行
連
関
係

・
小
林
八
重
子
本
会
相
談
役
の
叙
勲
に
つ
い
て

・
全
国
会
長
会
の
開
催
に
つ
い
て（
令
和
６
年
９
月
20
日  

開
催
）

・
日
行
連
と
北
海
道
地
方
協
議
会
と
の
連
絡
会
開
催
に
つ
い
て

・
行
政
書
士
法
改
正
動
向
に
つ
い
て

・
内
閣
府
と
の
災
害
支
援
に
関
す
る
協
定
締
結

　
（
２
）総
務
部

・
新
規
登
録
者
の
推
移
に
つ
い
て

・
北
海
道
庁
舎
内
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
及
び
広
告
の
掲
示
に
つ

い
て

　

旭
川
支
部
で
は
、
広
報
月
間
の
活
動
と
し

て
９
月
〜
10
月
の
期
間
に
支
部
管
内
の
振
興

局
や
市
役
所
、
町
村
役
場
等
を
役
員
が
訪
問

し
、
行
政
書
士
制
度
の
広
報
及
び
ご
協
力
の

お
願
い
を
し
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
配
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
無
料
相
談
会
と

し
て
９
月
10
日
中
央
公
民
館
及
び
10
月
８

日
愛
宕
公
民
館
に
お
い
て「
く
ら
し
の
無
料

ゴルフ好きの気さくで
親しみやすい坂口孝一社長

　さがみ屋本社から少し離れた場所に、工場直売所があり、たくさんの種類の業務用麺やスープ、餃子、ニョッキ、
お土産用の有名店のラーメンなどが販売されています。どれも美味しそう！そしてとてもお買い得です。直売所には
たくさんのお客様が訪れます。取材に伺った日も、途切れることなく、次 と々お客様がいらっしゃいました。
　私が気になったのはラーメン、焼きそば、ニョッキ。取材後、早速ラーメンと焼きそばを作ってみました。ぷりっとし
たコシのある麺がスープやソースに絡んで、さすがの美味しさ！
お店の味を家庭で味わうことができ、家族からも好評でした。
　ニョッキは後日チーズクリームソースで頂きました。モチモ
チ、つるんとした食感で、少しクセのあるチーズを使ったソース
とよく合いました。次はトマトソースに挑戦してみます。

　麺のこと、会社のこと、ラーメン業界のこと、楽しい
お話をたくさん聞かせていただきました。ご多忙中に
も関わらず快く取材に応じていただき、誠にありがと
うございました。
　工場を案内して下さった小川節雄工場長、分かりや
すい説明をありがとうございました。

大人気の工場直売所

〈クイズの答え〉 給食と同じタイプのソフトスパゲティー
  （さがみ屋では、札幌市の小中学校、幼稚園に給食用ソフト麺を納品しています。）

会報　№358行政書士北海道秋号特集記事の件
―お詫びと訂正―

クイズクイズ
直売所でよく売れる
意外なものは何でしょう？

株式会社さがみ屋
有限会社さがみや食品
所在地　北海道札幌市白石区平和通１０丁目北６-１６
電　話　011-864-3281

「行政書士北海道」秋号に掲載しております特集記事中、右記につき
まして誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

Ｐ９ ■資源の保護
 ３行目、「また、２.５ｋｇ以下」→「２.５ｋｇ未満」に訂正
Ｐ１０ ■漁師の経験と技術
 １行目、「一日の漁獲制限がある」→「はないが」に訂正
 ２行目、「一日に」→「一隻に」に訂正

所在地　北海道札幌市白石区平和通１３丁目南３-８
電　話　011-864-3281

工場直売所

会社案内

直売所にはたく
さんの種類の麺
やスープが陳列
されている

直売所の外観

・
行
政
書
士
登
録
・
業
務
内
容
等
説
明
会
の
実
施
に
つ
い
て

・
事
務
所
見
学
制
度
及
び
業
務
相
談
員
制
度
の
実
施
状
況

に
つ
い
て

・
日
行
連
と
北
海
道
地
方
協
議
会
と
の
連
絡
会
の
開
催
に

つ
い
て

・
他
士
業
と
の
連
携
強
化
の
た
め
の
交
流
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
９
月
30
日
現
在
の
会
員
数

　

個
人
会
員
1
、
9
3
8
名　
　

法
人
会
員
49
名

宮
元
会
長
よ
り
、
事
業
協
同
組
合
設
立
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　　
（
３
）経
理
部

・
９
月
末
現
在
の
各
部
の
予
算
執
行
率
に
つ
い
て

・
会
費
納
入
促
進
対
策
に
つ
い
て

・
各
部
署
間
の
助
成
金
に
関
す
る
実
態
の
精
査
と
あ
り
方
の
検

討
に
つ
い
て

・
旅
費
規
程
を
含
め
た
経
理
関
係
の
諸
規
程
の
検
討
に
つ
い
て

・
事
業
協
同
組
合
へ
の
受
託
事
業
移
行
に
必
要
な
準
備
に
つ

い
て

宮
元
会
長
よ
り
、
旅
費
規
定
の
見
直
し
と
会
費
に
つ
い
て
意

見
が
あ
っ
た
。

　
（
４
）広
報
部

・
令
和
６
年
度
全
道
監
察
広
報
担
当
者
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

・
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
に
つ
い
て

・
会
報
及
び
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行
に
つ
い
て

・
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
不
具
合
に
関
す
る
原
因
と
対
応
に
つ

い
て

・
広
報
関
係
諸
物
品
の
活
用
に
つ
い
て

・
た
く
ま
く
ん
絵
本
の
発
送
先
の
検
討
及
び
発
送
の
実
施
に
つ

い
て

・「
世
界
の
旅
フ
ェ
ス
タ
」（
北
海
道
エ
ア
ポ
ー
ト
株
式
会
社
主

催
）へ
の
参
加
に
つ
い
て

※
監
察
活
動
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
道
庁
へ
の
持
込
み
、
掲
示
依

頼
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
が
、
本
件
に
つ
い
て
は
法
規
監
察
部

の
事
業
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
（
５
）法
規
監
察
部

・
綱
紀
事
案
処
理
要
項
の
作
成
及
び
配
布
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
全
道
監
察
広
報
担
当
者
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

・
自
動
車
関
係
団
体
と
の
協
議
に
関
す
る
日
程
調
整
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
暴
力
団
等
排
除
対
策
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
（
６
）業
務
部

・
北
海
道
建
設
部
建
設
政
策
局
建
設
管
理
課
へ
の
訪
問
に
つ
い
て

・
空
家
等
対
策
委
員
会
移
管
及
び
空
家
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
件
に

関
す
る
打
合
せ
に
つ
い
て

・
夕
張
市
空
家
所
有
者
調
査
に
つ
い
て

・
当
麻
町
と
比
布
町
に
よ
る「
合
同
空
家
無
料
相
談
会
」に
つ
い
て

・
釧
路
市「
空
家
セ
ミ
ナ
ー
」に
つ
い
て

・
栗
山
町
セ
ミ
ナ
ー
＋
空
家
無
料
相
談
会
の
実
施
に
つ
い
て

・
釧
路
市
空
き
家
無
料
合
同
相
談
会
に
つ
い
て

・
合
同
空
家
無
料
相
談
会（
札
幌
開
催
）に
つ
い
て

・
津
別
町
セ
ミ
ナ
ー
＋
空
家
無
料
相
談
会
の
実
施
中
止
に
つ

い
て

・「
世
界
の
旅
フ
ェ
ス
タ
」（
北
海
道
エ
ア
ポ
ー
ト
株
式
会
社
主

催
）へ
の
協
力
に
つ
い
て

菊
地
副
会
長
よ
り
、
建
設
業
相
談
員
新
規
登
録
者
養
成
研

修
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、
嶋
田
部
長
か
ら
11
月
26
日
開
催
の

建
設
業
相
談
員
業
務
執
行
責
任
者
会
議
で
詳
細
を
詰
め
て
い
く

予
定
で
あ
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
（
７
）戦
略
推
進
部

・
日
本
公
証
人
連
合
会
か
ら
依
頼
の「
起
業
家
の
負
担
軽
減
に

向
け
た
定
款
認
証
48
時
間
処
理
の
実
施
地
域
の
拡
大
と
定

款
案
の
提
出
か
ら
法
人
設
立
登
記
ま
で
の
72
時
間
処
理
に
つ

い
て
」の
周
知
に
つ
い
て

・
第
１
回
全
道
終
活
業
務
担
当
者
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
札
幌
支
店
へ
の
表
敬
訪
問
に
つ
い
て

・
北
海
道
公
証
人
会
へ
の
表
敬
訪
問
に
つ
い
て

・
終
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
＆
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト（
令
和
６
年
度

改
訂
版
）、
行
政
書
士
サ
ポ
ー
ト
マ
ッ
プ
、
金
融
機
関
相
続
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
販
売
開
始
に
つ
い
て

・
室
蘭
支
部
か
ら
の
要
請
に
よ
る
講
師
派
遣
に
つ
い
て

・
法
教
育
に
関
す
る
参
考
教
材
デ
ー
タ
の
提
供
に
つ
い
て

・
北
広
島
市
み
な
み
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
要
請
に
よ
る
講

師
派
遣
に
つ
い
て

・
家
族
信
託【
実
務
】研
修
会
の
実
施
に
つ
い
て

・（
公
社
）全
日
本
不
動
産
協
会
北
海
本
部
と
の
意
見
交
換
に

つ
い
て

・
業
務
部
空
家
部
門
と
の
連
携
に
つ
い
て

（
８
）中
央
研
修
所

・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
事
業
者
間
取
引
適
正
化
等
法
に
関
す
る
一

般
業
務
研
修
に
つ
い
て

・
成
年
後
見
研
修
に
つ
い
て

・
特
定
行
政
書
士
法
定
研
修
に
つ
い
て

・
全
道
支
部
研
修
担
当
者
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

・ 

Ｖ
Ｏ
Ｄ
研
修
の
収
録
予
定
に
つ
い
て

（
９
）行
政
書
士
会
北
海
道
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

・
調
停
申
込
・
実
施
に
つ
い
て

・
北
海
道
弁
護
士
会
連
合
会
へ
の
協
定
書
改
定
に
関
す
る
協
議

文
書
送
付
に
つ
い
て

・
運
営
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

菊
地
副
会
長
よ
り
、
調
停
人
候
補
者
名
簿
の
管
理
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
横
内
担
当
副
会
長
か
ら
、
年
度
内
で
の
精
査
を

セ
ン
タ
ー
長
に
要
請
し
て
い
る
旨
回
答
が
あ
っ
た
。

（
10
）申
請
取
次
行
政
書
士
管
理
委
員
会

・
新
任
の
札
幌
出
入
国
在
留
管
理
局
長
へ
の
表
敬
訪
問
に
つ
い
て

・
札
幌
出
入
国
在
留
管
理
局
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

・
申
請
取
次
業
務
に
関
す
る
注
意
喚
起
文
書
の
会
報
へ
の
掲
載

に
つ
い
て

・
日
行
連
・
北
海
道
地
方
協
議
会
及
び
東
北
地
方
協
議
会
申

請
取
次
行
政
書
士
管
理
委
員
会
責
任
者
会
議
へ
の
参
加
に
つ

い
て

（
11
）封
印
管
理
員
会

・
丁
種
封
印
取
付
け
業
務
に
関
す
る
丁
種
会
員
の
管
理
、
業
務

支
援
に
つ
い
て

・
自
動
車
登
録
相
談
窓
口
業
務
の
取
組
に
つ
い
て

　
　

宮
元
会
長
よ
り
、
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
等
の
特
殊
車
両
通
行
許

可
申
請
の
取
組
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
羽
賀
委
員
長
よ
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
特
に
動
き
は
な
い
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

（
12
）そ
の
他

・
各
支
部
の
近
況
に
つ
い
て（
本
理
事
会
に
参
加
し
た
支
部
長
か

ら
の
報
告
）

　

以
上
で
令
和
６
年
度
第
２
回
理
事
会
は
終
了
し
た
。

　

空
知
支
部
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
管
内

の
各
市
町
役
場
等
、
関
係
各
所
（
空
知
管
内

24
自
治
体
25
か
所
）
へ
ポ
ス
タ
ー
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
配
布
及
び
掲
示
を
依
頼
す
る
た
め
に
、

支
部
役
員
８
名
に
よ
る
訪
問
を
10
月
１
日
〜

３
日
に
か
け
て
行
い
ま
し
た
。
直
接
手
渡
し

を
行
い
、
口
頭
に
て
似
非
行
政
書
士
の
報
告

依
頼
、
職
員
へ
の
今
後
の
行
政
書
士
登
録
の

お
願
い
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、
支
部
の
主
催
す

る
無
料
相
談
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
北
海

道
行
政
評
価
局
の
主
催
す
る
無
料
相
談
会
、

「
一
日
合
同
行
政
相
談
所
」
へ
支
部
会
員
を
９

　

苫
小
牧
支
部
で
は
例
年
と
同
様
、
苫
小
牧

市
役
所
・
近
郊
の
町
役
場
・
警
察
署
・
商
工

会
議
所
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
関
係
各
所

を
訪
問
し
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
一
年
に
一
度
の
掲
示
依
頼
で
は
あ
り
ま

す
が
毎
年
地
道
に
行
っ
て
き
た
か
い
が
あ
り

各
所
と
も
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
毎
年

行
う
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
広
報
月
間
の
活
動
と
し
て
10
月

５
日
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
苫
小
牧
に
て
社
労
士

会
と
合
同
で 

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
相
談
件
数
は
４
件
、
内
容
は
主
に
土
地

の
名
義
変
更
に
関
す
る
も
の
で 

し
た
。
件
数

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

そ
の
ぶ
ん
丁
寧
に
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で

き
、
相
談
に
訪
れ
た
方
々
も
満
足
し
て
お
ら

　

室
蘭
支
部
で
は
、
10
月
２
日
に
洞
爺
湖
町
、

豊
浦
町
、
３
日
に
伊
達
市
、
壮
瞥
町
、
11
日

に
登
別
市
、
24
日
に
室
蘭
市
の
各
所
市
役
所
、

運
輸
局
、公
証
役
場
、警
察
署
、農
業
委
員
会
、

建
設
業
協
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
を
訪

問
し
P
R
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
の
依
頼
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
室
蘭
支
部
行
政
書
士
の
名
簿
、
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
11
日
に
伊
達
イ
オ
ン
モ
ー
ル
、

10
月
10
日
に
室
蘭
モ
ル
エ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
合
同
行
政
相
談
に
参
加
い
た

い
ま
し
た
。

　

各
市
、
町
に
お
い
て
無
料
相
談
会
も
毎
月

継
続
し
て
開
催
し
て
お
り
、
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

給食と同じタイプのソフトパスタは人気商品
餃子の耳のリメイク麺はあっという間に売り切れる
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